




天文の巨人山本一清

山本天文台の建築的特質

OAA 京都年会運営雑感

NPO法人 東亜天文学会2013京都年会報告

特定非営利活動法人 東亜天文学会 総会

天文台＆科学館めぐり(47)
　コスモプラネタリウム渋谷

■各課の活動報告
　　太陽課
　　木・土星課
　　彗星課
　　流星課
　　変光星課
　　星食課

■支部の例会報告
　　大阪支部
　　神戸支部
　　名古屋支部
　　伊賀上野支部
　
　－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－

来年度の会費納入について（お願い）
書籍受領
ウインター・サイエンスキャンプ '13-'14参加者募集

本　部　〒650－0021　兵庫県神戸市中央区三宮町１丁目１番１号　新神戸ビル4階
E-mail ： oaahonbu@yahoo.co.jp

事務局　〒658－0082　兵庫県神戸市東灘区魚崎北町８丁目５番１号　灘高等学校内
E-mail ： oaakobe@yahoo.co.jp

郵便振替　00900－1－255587　加入者名：トクヒ）東亜天文学会
ゆうちょ銀行　店名438　普通：1966881　トクヒ）東亜天文学会
三菱東京 UFJ 銀行 三宮支店 普通：3247066 トクヒ）東亜天文学会

会費（年額）：正会員15,000円、一般会員 6,000円、学生会員3,000円、賛助会員一口30,000円

401

403

405

406

411

413

414
417
419
422
424
427

430
431
432
433

403
416
433

冨田良雄

山岸常人

今谷拓郎

今谷拓郎

本　　部

村松　修

鈴木美好
堀川邦昭
佐藤裕久
上田昌良
中谷　仁
井田三良

今谷拓郎
野村敏郎
木村達也
田中利彦

THE HEAVENS 目次  （Vol.94 No.1062, November 2013）
表紙　NPO 法人 東亜天文学会 京都年会

天 界
第 1062 号（第 94 巻）

2013 年 11 月号

東亜天文学会
1920 年 9 月 25 日創立

編 集 長／山田義弘

スタッフ／金子三典

　　　　　香西清弘

　　　　　堀　寿夫

　　　　　織部隆明

　　　　　渡辺文健

　　　　　榊美千代

E-mail: oaaeditor@yahoo.co.jp

本誌の無断転載を禁じます

京都年会特集Ⅰ











404

１．山本天文台調査の経緯

　山本一清博士が建てられた山本天文台

（田上天文台）については、その取り壊し

を前に佐竹真彰氏から元滋賀県文化財保護

課の文化財保存修理技師の村田信夫氏に連

絡があり、その建築的重要性を認識した村

田氏が山岸に協力を求め、記録保存の調査

を行うことになったものである。

２．山本天文台の建設過程

　明確な記録はないが、山本一清「田上天

文台」（『天界』第 344 号　昭和 28 年３月

　東亜天文学会）の記述と、建物の技法・

風触などからみて、以下のような順序で建

てられたと考えられる。

江戸時代末期　土蔵建設（後の第二観測棟）

昭和初期　長屋門建設（後の第一観測棟）

昭和８年（1933） 研究棟建設

昭和 15 年（1940） 第一観測棟建設

昭和 16 年（1941） 第二観測棟建設

３．第一観測棟

　第一観測棟は、民家でよく使われる一般

的な長屋門に二階を増設して、観測室とし

たものである。室内に観測・研究の設備を

集約し、煉瓦積みの筒状設備を作って観測

機器を据えるようにしている。二階は屋根

が可動式で、すべて開ければ天空の観測が

可能となる。

４．第二観測棟

　第二観測棟は、これも民家で普通に使わ

れてきた二階建ての土蔵の屋根を取り払

い、その上に柱を重ねて一階分増設した建

物である。ただし屋根は柱や壁とは独立し

ていて、建物頂部に置いた円形のレールの

上に、車輪を組み込んだ屋根を載せただけ

の特殊な建築物である。屋根は回転し、一

部は開いて、観測に支障がないように工夫

されている。第一観測棟と同様、煉瓦積み

の筒状施設を地下から３階床下まで組み上

げ、その上にカルヴァー 46 センチ反射望

遠鏡が据えられていた。第一観測棟での工

夫を基礎にしてさらに発展させたのが第二

観測棟であろう。

５．研究棟

　研究棟はベランダを持つ洋風の意匠の二

階建ての建物である。一階、二階とも二部

屋が設けられ、室内にはきわめて機能的に

棚・吊り棚・回転式机などが設置されてい

た。また第二観測棟へは二階ベランダから

直接登ることができるように、動線が確保

（京都年会記念講演２）

第二観測棟断面図

山本天文台の建築的特質
山岸　常人　T.Yamagishi

(京都大学工学研究科教授)
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番組に合わせた企画展が年数回行われてお

り、模型や解説パネル等が並び、番組への

理解がより一層深まります。展示ロビーか

ら直径17ｍのプラネタリウムドームに入る

と、座席数 120 のフロアにコニカミノルタ

プラネタリウム製のジェミニスターⅢ（イ

ンフィニウムＳ＋スカイマックスＤＳⅡ）

が設置されています。基本となる投影番組

は、25 分間の星空生解説と 25 分間の宇宙

ＣＧ映像で、光学式とデジタル式のプラネ

タリウムの両方を楽しんでいただく構成で

す。番組の選定や構成は渋谷区担当者と投

影スタッフが日々協議してコスモプラネタ

リウム渋谷らしさを意識した番組づくりを

考えています。

　施設の屋上には天体観望会専用のスペー

スも設置され、冬はカノープスが観望でき

るようにフェンスの高さも考慮してありま

す。天体観望会は観測に適した日に開催さ

れ、25 ㎝のドブソニアン望遠鏡を操作し、

担当者の話を聞きながら楽しく観望してい

ます。

http://www.shibu-cul.jp

（コスモプラネタリウム渋谷　村松　修）

　東京・渋谷の名所は数々ありますが忠犬

ハチ公の銅像と五島プラネタリウムはまさ

に渋谷を象徴するものでした。五島プラネ

タリウムは 2001 年３月に閉館となりまし

たが、2010 年 11 月に開館した渋谷区文化

総合センター大和田 12 階にコスモプラネ

タリウム渋谷が新設されました。

　施設２階、共用ロビーの一角には五島プ

ラネタリウムで活躍したカールツァイスⅣ

型プラネタリウム投影機が展示保存され、

来館者が記念写真を撮る光景がよく見受け

られます。

　コスモプラネタリウム渋谷は施設最上階

にあり、エレベーターを降りるとプラネ

タリウムの展示ロビーへ続きます。展示ロ

ビーには気軽に宇宙のことを知ってもらえ

るようにロビーの両側に展示が施されてい

ます。ガラス展示ケース内には、五島プラ

ネタリウムから一括寄贈された天文図や天

球儀、隕石標本など、貴重な天文資料が展

示され、定期的に展示物の入れ替えを行っ

ています。壁面の展示はプラネタリウムの

天 文 学 り台 館＆ め科 ぐ (47)

カールツァイスⅣ型（２階展示）

ジェミニスターⅢ（12 階ドーム内）

コスモプラネタリウム渋谷
　

東京都渋谷区桜丘町23－21　
渋谷区文化総合センター大和田12階
TEL 03-3464-2131　〒 150-0031
















































